
1 

 

会 議 記 録 

第１回香川県広域水道企業団経営懇談会を開催したので、次のとおり報告します。 

 

会 議 名 第 1 回香川県広域水道企業団経営懇談会 

開 催 日 時 令和４年７月 29 日（金）13：30～15：10 

開 催 場 所 香川県広域水道企業団 601・602 会議室 

議 題 

１ 開会 

２ 会長及び副会長の選出 

３ 本会の公開について 

４ 議題 

（１）香川県広域水道企業団の概要について 

（２）香川県広域水道企業団の経営状況について 

（３）地区別意見交換会の実施状況について 

（４）その他 

５ 閉会 

資    料 別添のとおり 

公 開の区分 ■ 公開  □ 一部公開  □ 非公開 

出 席 者 

委 員 安藤 照文 

岡田 徹太郎 

窪田 寛之 

境 輝美 

白川 忠澄 

高岡 令子 

吉田 秀典 

企業団 星加 宏明 

天雲 勝久 

木内 浩之 

渡邉 香一郎 

有岡 彰則 

一原 誠克 

津島 知彦 
 

傍 聴 者 傍聴申込なし、受け入れなし 

担 当 課 及 び 

連  絡  先 

香川県広域水道企業団 総務企画課 企画調整室 

（087）826－6112 
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会議の経過 

１ 開会 

事務局長挨拶に続き、委員及び企業団参加者の紹介を行う。 

２ 会長及び副会長の選出 

委員の互選により、会長を吉田委員、副会長を岡田委員とすることに決定する。 

３ 本会の公開について 

本日の議題は公開とし、公開及び傍聴に必要な事項を定める。 

４ 議題 

（１） 香川県広域水道企業団の概要について 

 資料に基づき説明を行う。質疑応答や意見は無し。 

（２） 香川県広域水道企業団の経営状況について 

資料に基づき説明を行う。質疑応答や意見は次のとおり。 

委 員「特別利益は主にどういったものを計上しているか。」 

企業団「土地の売却益や企業団設立前に各事業体が積み立てていた修繕引当金を現金化し

たものである。」 

委 員「営業外収益の長期前受金戻入の中身は。」 

企業団「補助金を受けて整備した施設を減価償却する際に、国等の補助金部分を水道収益

として計上しているものである。」 

委 員「有収率が下がっているようだが、有収率は貸し倒れ（滞納・未収金）が多いと

いうことか。中長期的に見ても下がるのか。傾向と要因の分析は。」 

企業団「有収率は、浄水場から配水した水のうち料金として計算している水量の割合で、

貸し倒れが有収率には影響しない。令和元年度と２年度を比較すると差が激し

いのは、令和２年度に料金の調定方法の統一を行ったためである。資料では有

収率は減少傾向であるが、漏水調査及び修繕を積極的に実施している。有収率

の改善に繋がるほど即効性はないので、有収率の向上には今しばらく時間を要

すると思われる。」 

委 員「資本的収支不足額をどのようにして補っているのか。その補塡財源は持続可能な

ものなのか。」 

企業団「消費税及び地方消費税、資本的収支調整額、各種積立金、損益勘定留保資金によ

り補塡している。現時点では、令和９年度までの見通しとして、収支計画を立

てている状況である。」 

委 員「収益的収支の損益の黒字部分は、資本的収支の不足額に充てているのか。」 

企業団「資本的収支に直接充てるのではなく、各種積立金や資本金への組入れを行ってい

る。」 

委 員「長期的な見通しが立っているのか単年度の決算だけで見ると分かりにくいので、

誰が見ても今後の見通しがわかるようなものを示して頂きたい。」 
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委 員「人口減少に伴う料金収入の減少、最低賃金の上昇を踏まえた人件費増加や資材費

高騰を踏まえた施設整備費の増大を考えると、今の財政収支計画で大丈夫なの

かと思う。」 

委 員「広域化基本計画を進める中で見えてきた一番の課題は。」 

企業団「施設の最適化を図るため、既存施設をどのように維持させていくか、人口減少な

どを見据え、どのように計画していくかが非常に難しい課題である。」 

（３） 地区別意見交換会の実施状況について 

資料に基づき説明を行う。質疑応答は次のとおり。 

委 員「有収率や老朽化、耐震化、水道料金についての質問が多いが、質問に対し適切に

回答できていると思う。」 

委 員「地区別意見交換会は経営懇談会と同じタイミングで開催されているのか。回答は

既にしているのか。」 

企業団「地区別意見交換会は、統括ブロックセンターごとに１２月頃から適宜開催し、出

た質問に対して回答したものを本日の資料として配布している。」 

（４） その他 

〇今後の議題等について 

委 員「専門的な話や数字が多いので、次回は一般の消費者代表として発言しやすい内容

を取り入れて欲しい。」 

５ 閉会 

 


